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(57)【要約】
【課題】検査結果情報に対して誤った検査依頼情報が紐
付けされている場合でも、それを正しいものに変更する
ことが可能な内視鏡検査情報管理システムを提供する。
【解決手段】内視鏡部門の外部で発行された内視鏡検査
の検査依頼情報にしたがって行われた検査の検査結果情
報と該検査依頼情報とが紐付けて登録されるデータベー
スＤＢと、データベースＤＢ上の検査依頼情報の中から
選択された第一の検査依頼情報に対して入力部２２ａを
介して行われる紐付け解除の指示に応じて第一の検査依
頼情報と第一の検査依頼情報に紐付けられている第一の
検査結果情報との紐付けを解除する紐付け解除手段、第
一の検査依頼情報に含まれる患者ＩＤと同じ患者ＩＤを
含む第二の検査依頼情報をデータベースＤＢから検索し
て表示部２２ｂに表示させる検索表示手段、検索表示手
段によって表示された第二の検査依頼情報の中から選択
された検査依頼情報を第一の検査結果情報と紐付けてデ
ータベースＤＢに記録する記録制御手段として機能する
制御部２２ｅと、を備える
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡部門の外部で発行された内視鏡検査の検査依頼情報と前記検査依頼情報にしたが
って行われた検査の検査結果情報とを紐付けて管理する内視鏡検査情報管理システムであ
って、
　前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の検査結果情報及び前記検査依頼情報が紐
付けて登録されるデータベースと、
　前記検査依頼情報の中から選択された第一の前記検査依頼情報に対して入力手段を介し
て行われる紐付け解除の指示に応じて、前記第一の検査依頼情報と前記第一の検査依頼情
報に紐付けられている前記検査結果情報との紐付けを解除する紐付け解除手段と、
　前記検査依頼情報の中から選択された第二の前記検査依頼情報に対して前記入力手段を
介して行われる紐付けの指示に応じて、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報
と同じ患者固有情報を含む前記検査依頼情報を前記データベースから検索して表示装置に
表示させる検索表示手段と、
　前記検索表示手段によって表示された前記検査依頼情報の中から選択された前記検査依
頼情報、及び、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐
付けられていない前記検査結果情報を紐付けて前記データベースに記録する記録制御手段
と、を備える内視鏡検査情報管理システム。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡検査情報管理システムであって、
　前記検索表示手段が、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有
情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ
前記検査依頼情報が紐付けられていない前記検査結果情報に含まれる検査項目の情報と同
じ情報を含むものを選択して表示させる内視鏡検査情報管理システム。
【請求項３】
　請求項１記載の内視鏡検査情報管理システムであって、
　前記検索表示手段が、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有
情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ
前記検査依頼情報が紐付けられていない前記検査結果情報に含まれる検査項目の情報と同
じ情報を含むものと、それ以外とを区別して表示させる内視鏡検査情報管理システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項記載の内視鏡検査情報管理システムであって、
　前記検索表示手段が、検索した前記検査依頼情報と、前記第二の検査依頼情報の患者固
有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前記検査結果情報とを同一画面
上に表示させる内視鏡検査情報管理システム。
【請求項５】
　内視鏡部門の外部で発行された内視鏡検査の検査依頼情報と前記検査依頼情報にしたが
って行われた検査の検査結果情報とを紐付けて管理する内視鏡検査情報管理方法であって
、
　前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の検査結果情報と、前記検査依頼情報とが
紐付けて登録されるデータベースの前記検査依頼情報の中から選択された第一の前記検査
依頼情報に対して入力手段を介して行われる紐付け解除の指示に応じて、前記第一の検査
依頼情報と前記第一の検査依頼情報に紐付けられている前記検査結果情報との紐付けを解
除する紐付け解除ステップと、
　前記検査依頼情報の中から選択された第二の前記検査依頼情報に対して前記入力手段を
介して行われる紐付けの指示に応じて、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報
と同じ患者固有情報を含む前記検査依頼情報を前記データベースから検索して表示装置に
表示させる検索表示ステップと、
　前記検索表示ステップで表示した前記検査依頼情報の中から選択された前記検査依頼情
報と、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付けられ
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ていない前記検査結果情報とを紐付けて前記データベースに記録する記録制御手段と、を
備える内視鏡検査情報管理方法。
【請求項６】
　請求項５記載の内視鏡検査情報管理方法であって、
　前記検索表示ステップでは、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患
者固有情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含
みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前記検査結果情報に含まれる検査項目の情
報と同じ情報を含むものを選択して表示させる内視鏡検査情報管理方法。
【請求項７】
　請求項５記載の内視鏡検査情報管理方法であって、
　前記検索表示ステップでは、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患
者固有情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含
みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前記検査結果情報に含まれる検査項目の情
報と同じ情報を含むものと、それ以外とを区別して表示させる内視鏡検査情報管理方法。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか１項記載の内視鏡検査情報管理方法であって、
　前記検索表示ステップでは、検索した前記検査依頼情報と、前記第二の検査依頼情報の
患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前記検査結果情報とを同
一画面上に表示させる内視鏡検査情報管理方法。
【請求項９】
　コンピュータに、請求項５～８のいずれか１項記載の内視鏡検査情報管理方法を実行さ
せるための内視鏡検査情報管理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査の検査依頼情報と検査結果情報とを紐付けて記録して検査に関す
る情報を管理する内視鏡検査情報管理システム、方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡検査の場合、検査項目が上部、下部、気管支等のように複数存在するため、同一
患者に対して複数の検査依頼情報（オーダ情報）が存在することもあり、オーダ情報に間
違った検査結果情報が紐付けられてしまう可能性がある。
【０００３】
　例えば、上部検査用の正式オーダと下部検査用の正式オーダが、病院情報システムから
発行された後、医師が、上部検査用の正式オーダにしたがって下部検査を実施し、下部検
査の検査結果情報を、上部検査用の正式オーダに紐付けて記録してしまうことが考えられ
る。
【０００４】
　特許文献１には、部門内オーダと既に紐付いている検査結果情報の紐付け先を、部門内
オーダから正式オーダに変更したり、オーダなしの検査結果情報に正式オーダを新たに紐
付けしたりすることが可能なシステムが開示されている。しかし、このシステムでも、正
式オーダを発行後に、誤った紐付けがなされてしまう可能性はある。特許文献１に開示さ
れたシステムは、正式オーダが後から発行されることを前提としており、正式オーダ発行
後に誤った紐付けが行われた場合にどうするかについては一切考慮されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３４８６８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、検査結果情報に対して誤った検
査依頼情報が紐付けされている場合でも、それを正しいものに変更することが可能な内視
鏡検査情報管理システム、方法、プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡検査情報管理システムは、内視鏡部門の外部で発行された内視鏡検査の
検査依頼情報と前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の検査結果情報とを紐付けて
管理する内視鏡検査情報管理システムであって、前記検査依頼情報にしたがって行われた
検査の検査結果情報と、前記検査依頼情報とが紐付けて登録されるデータベースと、前記
検査依頼情報の中から選択された第一の前記検査依頼情報に対して入力手段を介して行わ
れる紐付け解除の指示に応じて、前記第一の検査依頼情報と前記第一の検査依頼情報に紐
付けられている前記検査結果情報との紐付けを解除する紐付け解除手段と、前記検査依頼
情報の中から選択された第二の前記検査依頼情報に対して前記入力手段を介して行われる
紐付けの指示に応じて、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有
情報を含む前記検査依頼情報を前記データベースから検索して表示装置に表示させる検索
表示手段と、前記検索表示手段によって表示された前記検査依頼情報の中から選択された
前記検査依頼情報と、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情
報が紐付けられていない前記検査結果情報とを紐付けて前記データベースに記録する記録
制御手段と、を備える。
【０００８】
　本発明の内視鏡検査情報管理方法は、内視鏡部門の外部で発行された内視鏡検査の検査
依頼情報と前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の検査結果情報とを紐付けて管理
する内視鏡検査情報管理方法であって、前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の検
査結果情報と、前記検査依頼情報とが紐付けて登録されるデータベースの前記検査依頼情
報の中から選択された第一の前記検査依頼情報に対して入力手段を介して行われる紐付け
解除の指示に応じて、前記第一の検査依頼情報と前記第一の検査依頼情報に紐付けられて
いる前記検査結果情報との紐付けを解除する紐付け解除ステップと、前記検査依頼情報の
中から選択された第二の前記検査依頼情報に対して前記入力手段を介して行われる紐付け
の指示に応じて、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有情報を
含む前記検査依頼情報を前記データベースから検索して表示装置に表示させる検索表示ス
テップと、前記検索表示ステップで表示した前記検査依頼情報の中から選択された前記検
査依頼情報と、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐
付けられていない前記検査結果情報とを紐付けて前記データベースに記録する記録制御手
段と、を備える。
【０００９】
　本発明の内視鏡検査情報管理プログラムは、コンピュータに、前記内視鏡検査情報管理
方法を実行させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、検査結果情報に対して誤った検査依頼情報が紐付けされている場合で
も、それを正しいものに変更することが可能な内視鏡検査情報管理システム、方法、プロ
グラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】病院内システム全体構成を示す図
【図２】図１に示すシステムにおける内視鏡部門システムの概略構成を示す図
【図３】図２に示すクライアントＰＣの概略構成を示す図
【図４】図２に示したクライアントＰＣにインストールされるアプリケーションの基本画
面を示す図
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【図５】図４に示す基本画面で紐付けボタンを押したときに遷移する画面例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１は、病院内システム全体構成を示す図である。図１に示すシステムは、病院情報シ
ステム（ＨＩＳ：Ｈｏｓｐｉｔａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）１０と、
内視鏡部門システム２０と、病理部門システム３０と、医用画像保管システム（ＰＡＣＳ
：Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ａｒｃｈｉｖｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ）４０と、他部門システム５０とを備え、これらは院内ＬＡＮ６０に接続されて相
互に連携可能となっている。
【００１４】
　ＨＩＳ１０は、医療事務会計システム、診療予約システム、診療情報システム等を含む
包括的なシステムであり、電子カルテデータベース等を有する。電子カルテデータベース
には、患者の診療情報を記録した電子カルテが保管される。
【００１５】
　他の診療科から内視鏡部門に対して検査依頼が行われる場合の検査の依頼（オーダ）に
関する情報（以下、検査依頼情報という）が発行されると、この情報がＨＩＳ１０を介し
て内視鏡部門システム２０に送信される。
【００１６】
　検査依頼情報には、例えば、患者情報、オーダーキー情報（「オーダ番号」「発生日時
」等）、依頼元情報（「依頼科名」「依頼医師名」「依頼日」等）、オーダ情報（「依頼
病名」「検査目的」「検査種別」「検査項目」「検査部位」「コメント」等）、検査予約
情報（「検査日」「実施時刻」等）等が含まれる。患者情報は、患者に関する情報であり
、「患者固有の情報である患者ＩＤ」、「患者氏名」、「生年月日」、「年齢」、「性別
」、「入院／外来区分」等が含まれる。
【００１７】
　内視鏡部門システム２０は、内視鏡部門の管理を行うためのシステムである。
【００１８】
　病理部門システム３０は、病理部門の管理を行うためのシステムである。
【００１９】
　ＰＡＣＳ４０は、内視鏡装置、ＣＴ、ＭＲＩ等の医療画像診断装置からの検査画像を電
子的に保存、検索、解析するシステムである。
【００２０】
　他部門システム５０は、その他の部門の管理を行うためのシステムである。
【００２１】
　図２は、図１に示すシステムにおける内視鏡部門システムの概略構成を示す図である。
内視鏡部門には、受付２０Ａと、前処置室２０Ｂと、複数の内視鏡検査室（以下、検査室
）２０Ｃと、洗浄室２０Ｄと、カンファレンス室２０Ｅとが含まれる。
【００２２】
　受付２０Ａは、検査の受付を行う場所である。前処置室２０Ｂは、内視鏡検査の前に行
う問診及び前処置を行うための部屋である。検査室２０Ｃは、内視鏡検査を行うための部
屋である。洗浄室２０Ｄは、内視鏡検査に用いたスコープ等の洗浄を行うための部屋であ
る。
【００２３】
　図２に示す内視鏡部門システム２０は、内視鏡部門サーバ２１と、複数のクライアント
ＰＣ２２と、画像入力装置２３と、内視鏡検査装置２４と、洗浄管理装置２５と、洗浄機
２６とを備える。内視鏡部門サーバ２１、複数のクライアントＰＣ２２、画像入力装置２
３、及び洗浄管理装置２５は部門内ＬＡＮ２７に接続されている。部門内ＬＡＮ２７は院
内ＬＡＮ６０に接続されている。
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【００２４】
　図３は、図２に示す内視鏡部門システムにおけるクライアントＰＣの内部構成を示すブ
ロック図である。図３に示すように、各クライアントＰＣ２２は、入力部２２ａ、表示部
２２ｂ、記録部２２ｃ、送受信部２２ｄ、及び制御部２２ｅで構成される。
【００２５】
　入力部２２ａは、各種入力を行うための入力手段であり、キーボード、タッチパネル等
の入力デバイスや、マウス・トラックボール等のポインティングデバイスから構成されて
いる。
【００２６】
　表示部２２ｂは、画像、レポート等の各種表示を行うための表示装置であり、ＬＣＤや
ＣＲＴなどで構成されている。
【００２７】
　記録部２２ｃは、各種データを記録するためのハードディスク等で構成されている。
【００２８】
　送受信部２２ｄは、送受信インタフェイス回路などから構成され、各種指示、各種要求
、及び各種データを、部門内ＬＡＮ２７を介して送受信する処理を実行する。
【００２９】
　制御部２２ｅは、ＣＰＵ（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）等の演
算処理装置と、プログラムを格納するＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）等の
プログラム格納部と、記憶部とを含む。この記憶部は、上記プログラムを実行するときの
ワークエリアを構成するシステムメモリや不揮発性ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ
　ｍｅｍｏｒｙ）などで構成される。
【００３０】
　制御部２２ｅは、上記プログラム、部門内ＬＡＮ２７を介し外部から送信される各種の
要求、及び入力部２２ａから入力される指示情報などに従ってクライアントＰＣ２２の各
部の制御を行う。
【００３１】
　画像入力装置２３及び内視鏡検査装置２４は、複数の検査室２０Ｃの各々に設置されて
いる。
【００３２】
　画像入力装置２３は、それが設置される検査室２０Ｃの内視鏡検査装置２４に接続され
ている。画像入力装置２３は、接続された内視鏡検査装置２４で撮影して得られた画像デ
ータを内視鏡部門サーバ２１に入力するための装置である。画像入力装置２３によって入
力された画像データは、内視鏡部門サーバ２１の制御により、ＰＡＣＳ４０によって保管
される。なお、内視鏡検査装置２４として、画像入力装置２３を一体化したものを用いて
も良い。
【００３３】
　洗浄機２６と洗浄管理装置２５は洗浄室２０Ｄに設置されている。洗浄機２６は、内視
鏡検査に用いたスコープ等の洗浄を行う機器である。
【００３４】
　洗浄管理装置２５は、洗浄機２６に接続されており、洗浄機２６による洗浄履歴等の情
報を内視鏡部門サーバ２１に登録するためのコンピュータである。
【００３５】
　内視鏡部門サーバ２１は、クライアントＰＣ２２、画像入力装置２３、及び洗浄管理装
置２５を統括制御するコンピュータである。内視鏡部門サーバ２１には、データベースＤ
Ｂが内蔵されており、このデータベースＤＢに各種情報（検査依頼情報、検査結果情報等
）が格納される。
【００３６】
　クライアントＰＣ２２には、所定のアプリケーションプログラムがインストールされて
おり、このプログラムにより、データベースＤＢに記録されているデータの参照及び編集
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、データベースＤＢへのデータの登録等が可能となっている。
【００３７】
　このアプリケーションの基本画面は例えば図４に示したようになる。ユーザが、クライ
アントＰＣ２２でアプリケーションを立ち上げてログインすると、制御部２２ｅは、基本
画面データをデータベースＤＢから取得し、図４に示した基本画面を表示部２２ｂに表示
させる。
【００３８】
　この基本画面は、検査依頼情報（一部を抜粋した情報）の一覧リストを表示する領域Ａ
と、各種操作ボタンを表示する領域Ｂと、リストで選択された検査依頼情報に対して有効
なランチャーを表示する領域Ｃとで構成されている。
【００３９】
　領域Ａのリストには、各検査依頼情報に対して“来院”“受付”“検査”“会計”等の
処理項目が設けられ、各検査依頼情報に対して各処理項目で示される処理が終了した場合
に、各処理項目に“○”印が表示されるようになっている。
【００４０】
　この印を表示するためのデータについては、各処理が終了したときに、内視鏡部門サー
バ２１によってデータベースＤＢに登録される。例えば、内視鏡部門サーバ２１は、検査
依頼情報に基づく検査が終了すると、検査が終了したことを示す情報を該検査依頼情報に
対応付けてデータベースＤＢに登録する。これにより、“検査”の処理項目に“○”印が
表示されるようになる。各処理が終了したかどうかの情報は、手動によって入力しても良
いし、クライアントＰＣ２２や内視鏡検査装置２４から自動的に通知できるようにしても
良い。
【００４１】
　以下、医師による作業手順の具体例を説明する。
【００４２】
　ＨＩＳ１０から検査依頼情報が送信されると、この検査依頼情報が内視鏡部門サーバ２
１によってデータベースＤＢに登録される。登録された検査依頼情報の一部は、図４に示
す領域Ａに表示される。図４では、患者ＩＤ：０１２３５の患者に対して上部内視鏡検査
を依頼する検査依頼情報（以下、上部検査依頼情報という）と、下部内視鏡検査を依頼す
る検査依頼情報（以下、下部検査依頼情報という）との２つの検査依頼情報が発行された
例を示している。
【００４３】
　検査室２０Ｃにいる医師は、図４に示された検査依頼情報のうち、検査室に来た患者の
患者ＩＤ（０１２３５）を含む上部検査依頼情報をクリックして選択し、続いて、領域Ｃ
内の“撮影登録”ボタンＣ２をクリックする。
【００４４】
　撮影登録ボタンＣ２は、領域Ａで選択された検査依頼情報に基づく検査を内視鏡検査装
置２４を用いて行い、この検査により得られる撮影画像データ等を登録する作業画面を表
示するためのボタンである。
【００４５】
　医師は、撮影登録ボタンＣ２をクリックして表示される作業画面にしたがい、患者ＩＤ
：０１２３５の患者に対する内視鏡検査を実施する。検査室２０ＣのクライアントＰＣ２
２の制御部２２ｅは、その検査室２０Ｃの内視鏡検査装置２４と通信可能であり、この作
業画面に表示された検査開始ボタンがクリックされると、検査開始信号を内視鏡検査装置
２４に送信する。
【００４６】
　内視鏡検査装置２４では、この検査開始信号をトリガにして、動画撮影を開始する。動
画撮影中の画像は、作業画面上にリアルタイムに表示される。作業画面に表示された撮影
ボタンがクリックされると、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、撮影信号を内視鏡
検査装置２４に送信する。
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【００４７】
　内視鏡検査装置２４では、この撮影信号をトリガにして、静止画撮影を実施する。静止
画撮影された画像データは、作業画面上にリアルタイムに表示されると共に、ＰＡＣＳ４
０によって保管される。
【００４８】
　作業画面に表示された検査終了ボタンがクリックされると、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、検査終了信号を内視鏡検査装置２４に送信する。内視鏡検査装置２４では
、この検査終了信号をトリガにして、撮影を終了する。
【００４９】
　検査終了ボタンがクリックされると、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、検査に
よって得られた撮影画像データの保管先を示すリンク情報及び検査実施内容に関する情報
（検査を受けた患者の患者ＩＤ、検査項目、検査日時等）を含む検査結果情報を、領域Ａ
で選択されている検査依頼情報（患者ＩＤ：０１２３５の上部検査依頼情報）と紐付けて
、データベースＤＢに登録する。これらの情報がデータベースＤＢに登録されると、図４
に示した画面の上部検査依頼情報に対応する“検査”の項目に○印が表示される。
【００５０】
　検査結果情報のうち検査実施内容に関する情報は、手動により、内視鏡検査装置２４に
対して入力された情報を参照して生成することができる。検査日時は、検査開始ボタンが
クリックされた日時を検出して生成しても良い。２つのデータを紐付けて記録する方法と
しては、例えば、２つのデータの各々のファイル名の最後に、共通の識別番号を付けて、
記録しておく方法を採用すれば良い。
【００５１】
　なお、検査依頼情報と検査結果情報を紐付けて記録する方法は上述したものに限らない
。例えば、撮影登録ボタンＣ２を用いずに内視鏡検査装置２４単独で検査を行った後、該
検査の検査結果情報を、画像入力装置２３がデータベースＤＢに記録する。その後、クラ
イアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、この検査結果情報と紐付けるべき検査依頼情報を、
図４に示す領域Ａに表示された一覧から選択させる。そして、クライアントＰＣ２２の制
御部２２ｅは、選択された検査依頼情報を、該検査結果情報と紐付けてデータベースＤＢ
に記録する。
【００５２】
　検査結果情報のうち、患者ＩＤ、検査項目、検査日時等は、内視鏡検査装置２４に搭載
された磁気カードリーダにより、患者の所有する診察券を読み取ることで、画像入力装置
２３に入力することができる。
【００５３】
　ここで、医師が、上部検査依頼情報に対し、下部内視鏡検査の検査結果情報（以下、下
部検査結果情報という）を誤って紐付けてしまった場合を例に説明する。
【００５４】
　このような場合、医師は、検査終了後、図４に示した画面で患者ＩＤ：０１２３５の上
部検査依頼情報をクリックして選択し、続いて、領域Ｂに表示されている紐付け解除ボタ
ンＢ２をクリックする。紐付け解除ボタンＢ２は、領域Ａで選択された検査依頼情報と、
それに紐付けられている検査結果情報との紐付けを解除する（互いのリンクを破棄する）
ためのボタンである。
【００５５】
　紐付け解除ボタンＢ２がクリックされると、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、
選択された上部検査依頼情報と、それに紐付けられている下部検査結果情報との紐付けを
解除する。紐付けの解除は、例えば、上述したように、上部検査依頼情報及び下部検査結
果情報の各々のファイル名の最後に付与されている識別番号を削除することで行う。
【００５６】
　次に、医師は、図４に示した画面で患者ＩＤ：０１２３５の下部検査依頼情報をクリッ
クして選択し、続いて、領域Ｂに表示されている紐付けボタンＢ１をクリックする。紐付
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けボタンＢ１は、領域Ａで選択された検査依頼情報の患者ＩＤを含む検査結果情報（紐付
けされていないもの）に対して、検査依頼情報を紐付けるためのボタンである。
【００５７】
　紐付けボタンＢ１がクリックされると、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、選択
中の下部検査依頼情報に含まれる患者ＩＤと同じ患者ＩＤを含む検査依頼情報をデータベ
ースＤＢから検索し、検索した検査依頼情報を紐付け先候補一覧として表示部２２ｂに表
示させる。また、選択中の下部検査依頼情報の患者ＩＤを含む検査結果情報のうち、検査
依頼情報が紐付けられていない情報を表示部２２ｂに表示させる。
【００５８】
　図５は、検査結果情報と、それに対する紐付け先候補一覧とを表示する画面例を示した
図である。図５に示すように、画面左部には、図４に示す画面で選択された下部検査依頼
情報の患者ＩＤを含み、かつ、検査依頼情報が紐付けられていない下部検査結果情報が表
示される。また、画面右部には、紐付け先候補一覧が表示される。
【００５９】
　図５に示す画面が表示されると、医師は、画面左部に表示された下部検査結果情報に紐
付けたい検査依頼情報（ここでは、下部検査依頼情報となる）を、紐付け先候補一覧の中
からクリックにより選択し、決定ボタンをクリックする。
【００６０】
　クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅは、医師により選択された検査依頼情報（下部検
査依頼情報）と、画面左部に表示中の検査結果情報（下部検査結果情報）とを紐付けてデ
ータベースＤＢに記録する。
【００６１】
　以上のような操作により、上部検査依頼情報が紐付けられていた下部検査結果情報に対
し、その紐付けを解除することができると共に、正しい検査依頼情報である下部検査依頼
情報を紐付けて記録することができる。
【００６２】
　次に、図１に示すシステムにおける内視鏡部門システムの変形例を説明する。
【００６３】
　（第一の変形例）
　この変形例の内視鏡部門システムでは、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅが、紐付
けボタンＢ１のクリックに応じて紐付け先候補一覧を表示させる際、選択中の検査依頼情
報に含まれる患者ＩＤを含み、かつ、紐付けがなされていない検査結果情報（図５の画面
左部に表示する情報）に含まれる検査項目の情報と同じ情報を含む検査依頼情報について
のみ、紐付け先候補として表示させる。図５に示す画面例で言えば、画面右部には検査項
目として“下部”を含む検査依頼情報のみが表示されることになる。
【００６４】
　このような構成により、検査結果情報の正しい紐付け先を選びやすくすることができる
。また、下部検査結果情報に対して上部検査依頼情報を誤って紐付けてしまうような事態
を防止することができる。
【００６５】
　（第二の変形例）
　この変形例の内視鏡部門システムでは、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅが、紐付
けボタンＢ１のクリックに応じて紐付け先候補一覧を表示させる際、選択中の検査依頼情
報に含まれる患者ＩＤを含み、かつ、紐付けがなされていない検査結果情報（図５の画面
左部に表示する情報）に含まれる検査項目の情報と同じ情報を含む検査依頼情報について
は、他の検査依頼情報とは区別して表示させる。
【００６６】
　例えば、図５に示すように、検査結果情報に含まれる検査項目の情報が“下部”であれ
ば、紐付け先候補一覧に表示させる検査依頼情報のうち、検査項目として“下部”を含む
下部検査依頼情報をハイライト表示させる。この構成により、検査結果情報の正しい紐付
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け先を選びやすくすることができる。
【００６７】
　（第三の変形例）
　この変形例の内視鏡部門システムでは、クライアントＰＣ２２の制御部２２ｅが、デー
タベースＤＢに記録されている検査依頼情報と検査結果情報を定期的に参照し、紐付けが
正しいかどうかを自動的に判断する。例えば、互いの情報のうち、検査項目が一致するか
を確認する。検査項目が一致しておらず、誤った紐付けがなされていると判断した場合は
、検査依頼情報一覧（図４の領域Ａ）にて、その旨が分かるように表示させれば良い。こ
のようにすることで、利用者に紐付けのやり直しを促すことができ、利便性が向上する。
【００６８】
　以上説明したように、本明細書には次の事項が開示されている。
【００６９】
　開示された内視鏡検査情報管理システムは、内視鏡部門の外部で発行された内視鏡検査
の検査依頼情報と前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の検査結果情報とを紐付け
て管理する内視鏡検査情報管理システムであって、前記検査依頼情報にしたがって行われ
た検査の検査結果情報と、前記検査依頼情報とが紐付けて登録されるデータベースと、前
記検査依頼情報の中から選択された第一の前記検査依頼情報に対して入力手段を介して行
われる紐付け解除の指示に応じて、前記第一の検査依頼情報と前記第一の検査依頼情報に
紐付けられている前記検査結果情報との紐付けを解除する紐付け解除手段と、前記検査依
頼情報の中から選択された第二の前記検査依頼情報に対して前記入力手段を介して行われ
る紐付けの指示に応じて、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固
有情報を含む前記検査依頼情報を前記データベースから検索して表示装置に表示させる検
索表示手段と、前記検索表示手段によって表示された前記検査依頼情報の中から選択され
た前記検査依頼情報と、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼
情報が紐付けられていない前記検査結果情報とを紐付けて前記データベースに記録する記
録制御手段と、を備える。
【００７０】
　この構成により、検査結果情報に対して誤った検査依頼情報が紐付けされている場合で
も、それを正しいものに変更することが可能となる。
【００７１】
　開示された内視鏡検査情報管理システムは、前記検索表示手段が、前記第二の検査依頼
情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記第
二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前記
検査結果情報に含まれる検査項目の情報と同じ情報を含むものを選択して表示させる。
【００７２】
　この構成により、紐付けされていない検査結果情報に含まれる検査項目と同じ検査項目
を含む検査依頼情報が紐付け先候補として表示されるため、正しい紐付けを簡単に行うこ
とができる。
【００７３】
　開示された内視鏡検査情報管理システムは、前記検索表示手段が、前記第二の検査依頼
情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記第
二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前記
検査結果情報に含まれる検査項目の情報と同じ情報を含むものと、それ以外とを区別して
表示させる。
【００７４】
　この構成により、紐付けされていない検査結果情報に含まれる検査項目と同じ検査項目
を含む検査依頼情報が、それ以外の検査依頼情報と区別して表示されるため、正しい紐付
け先を簡単に探すことができる。
【００７５】
　開示された内視鏡検査情報管理システムは、前記検索表示手段が、検索した前記検査依
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られていない前記検査結果情報とを同一画面上に表示させる。
【００７６】
　この構成により、検査結果情報と検査依頼情報を照らし合わせながら、正しい紐付けが
可能となる。
【００７７】
　開示された内視鏡検査情報管理方法は、内視鏡部門の外部で発行された内視鏡検査の検
査依頼情報と前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の検査結果情報とを紐付けて管
理する内視鏡検査情報管理方法であって、前記検査依頼情報にしたがって行われた検査の
検査結果情報と、前記検査依頼情報とが紐付けて登録されるデータベースの前記検査依頼
情報の中から選択された第一の前記検査依頼情報に対して入力手段を介して行われる紐付
け解除の指示に応じて、前記第一の検査依頼情報と前記第一の検査依頼情報に紐付けられ
ている前記検査結果情報との紐付けを解除する紐付け解除ステップと、前記検査依頼情報
の中から選択された第二の前記検査依頼情報に対して前記入力手段を介して行われる紐付
けの指示に応じて、前記第二の検査依頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有情報
を含む前記検査依頼情報を前記データベースから検索して表示装置に表示させる検索表示
ステップと、前記検索表示ステップで表示した前記検査依頼情報の中から選択された前記
検査依頼情報と、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が
紐付けられていない前記検査結果情報とを紐付けて前記データベースに記録する記録制御
手段と、を備える。
【００７８】
　開示された内視鏡検査情報管理方法は、前記検索表示ステップでは、前記第二の検査依
頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記
第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前
記検査結果情報に含まれる検査項目の情報と同じ情報を含むものを選択して表示させる。
【００７９】
　開示された内視鏡検査情報管理方法は、前記検索表示ステップでは、前記第二の検査依
頼情報に含まれる患者固有情報と同じ患者固有情報を含む前記検査依頼情報のうち、前記
第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付けられていない前
記検査結果情報に含まれる検査項目の情報と同じ情報を含むものと、それ以外とを区別し
て表示させる。
【００８０】
　開示された内視鏡検査情報管理方法は、前記検索表示ステップでは、検索した前記検査
依頼情報と、前記第二の検査依頼情報の患者固有情報を含みかつ前記検査依頼情報が紐付
けられていない前記検査結果情報とを同一画面上に表示させる。
【００８１】
　開示された内視鏡検査情報管理プログラムは、コンピュータに、前記開示された内視鏡
検査情報管理方法を実行させるためのプログラムである。
【符号の説明】
【００８２】
２０Ｃ　内視鏡検査室
２２ａ　入力部
２２ｂ　表示部
２２ｅ　制御部
２４　内視鏡検査装置
ＤＢ　データベース
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